
１．はじめに

　わが国では環境負荷や資源の持続性等の観点から
持続可能な社会の実現が求められており，ストック
型社会はその一つである．ストック型社会の特徴と
して，社会に蓄積された資源（マテリアルストッ
ク，以下MS）から長期にわたり効用を得て経済成長
を支えるという考えがある．このような社会の実現
にあたりMSを経年・空間的に定量化することは有益
である．　
 　
２．既往研究と目的

　既往のMS推計として，長岡ら(2009)1)と田中ら
(2013)2)を取り上げる．推計は，構造物の規模に資材
投入原単位を乗じる手法によるが，推計に使用する
規模データは統計，地理情報から得ており資材投入
原単位と比較すると不確実性は低い．従って，MS推
計の精度の是非は資材投入原単位に拠るところとな
る．これらで用いられている資材投入原単位は設計
資料を基に主として構造物の構造設計部分を対象と
している．このため，建築物なら給湯器やキッチン
など，道路であれば分離帯やガードレールといった
付帯設備が含まれていない．これらについても維持
管理・更新が必要な設備であり，持続的な資源循環
を行うには無視できない存在である．
　本研究では建築物・交通系インフラを対象に付帯
設備の資材投入原単位の作成を行った．
　
３．対象設備・推計方法

　既往での各構造物のMS推計対象物と本研究で推計

対象とした付帯設備を表１に示す．
３．１　建築物

建築物における付帯設備資材投入原単位について
は，内閣府により行われている消費動向調査3)に記さ
れている保有率を基に次式で推計した．

I = n × p ×M ÷ A
ここで，I：資材投入原単位[kg/m2]，n：世帯数[世
帯]，p：設備保有率[台/世帯]，M：設備1台当たりの
重量[kg/台]，A：延床面積[m2]である．

３．２　道路

歩道部，中央分離帯、路側帯について各設計マニ
ュアルや製品情報を基に推計した．路肩について
は，車道部と同様の構造と仮定し稲津ら(2009)4)によ
って推計された値を基に推計した．歩道部について
は，土木工事設計マニュアル5)を基に，透水性アスフ
ァルト舗装，アスファルト舗装，コンクリート舗装
の三種類と仮定し，舗装の厚さについても同マニュ
アルに記載されている一般基準値を用いた．中央分
離帯については構造を分離帯ブロック，張コンクリ
ート，ガードレールで構成されていると仮定し，実
際に使用されている製品を基に推計を行った．路側
帯のうち路肩については，車道部と同様の構造と仮
定し稲津らによって推計された値を基に推計した．
歩道，ガードレールについては中央分離帯と同様に
実際に使用されている製品を基に推計した．
３．３　鉄道

信号機，遮断機を対象とし，各重量の製造業者か
らのヒアリング値を基に原単位の推計を行った．ま
た，鉄道統計を基に各設備の設置間隔の平均を算出
し，単位延長当たりの重量にした．これにより，原
単位法を用いてのMS推計に適用で可能とした．
３．４　空港

既往研究ではデータの制約から滑走路部のみMS推
計の対象としていたが，誘導路，エプロンも空港が
円滑に機能するためには不可欠な設備である．この
ため本研究の推計の対象とした．推計については一
般的な施行マニュアル6)を基に誘導路はアスファルト
舗装，エプロンはコンクリート舗装と仮定し，滑走
路に準ずる構造として原単位を算出した．
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構造物種 既往研究 本研究

建築物 建物 空調設備，オーディオ設備，
キッチン，洗面台，乗用車

道路 車道 歩道，中央分離帯，路肩，
ガードレール

鉄道 軌道(レール・
枕木・道床)

信号機，踏切施設

空港 滑走路 誘導路，エプロン

　
表１　MS推計における対象設備



４．付帯設備における資材投入原単位

既往研究より推計されている資材投入原単位を表
２に，本研究での研究結果を表３に示す．建築物に
おける付帯設備に蓄積されている資源は，全体のご
くわずかな割合である．しかし交通インフラにおい
ては，付帯設備にも多量の資源が蓄積されているこ
とが示された．今後，持続的な資源循環を行うにあ
たり，各構造物の主要構造だけでなく，付帯設備に
ついてMSを明らかにすることが有益と言える．
　
５．おわりに

　本研究ではMS推計の精度向上を図るため，建築
物・交通系インフラを対象とした付帯設備の資材投
入原単位の作成を行い，その有用性を示した．今後
はこれらのストック推計への適用や対象構造物の拡
大が必要とされる．
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構造物構造物 資材投入量資材投入量
建築物 木造 762 kg/㎡建築物

SRC造 2,220 kg/㎡
建築物

RC造 2,211 kg/㎡

建築物

S造 1,053 kg/㎡

建築物

その他 1,136 kg/㎡
道路 簡易アスファルト舗装 359 kg/㎡道路

(幅員＜5.5m)
359 kg/㎡道路

高級アスファルト舗装
1,161 kg/㎡

道路

(5.5m≦幅員＜13m) 1,161 kg/㎡

道路

高級アスファルト舗装
1,362 kg/㎡

道路

(13m≦幅員＜19.5m） 1,362 kg/㎡

道路

高級アスファルト舗装
1,736 kg/㎡

道路

(幅員≧19.5m） 1,736 kg/㎡

道路

高級アスファルト舗装 1,988 kg/㎡

道路

(高速道路)
1,988 kg/㎡

道路

コンクリート舗装 1,509 kg/㎡
鉄道 一般鉄道　(MAX) 1,996 kg/m鉄道

        　        (MIN) 1,777 kg/m
鉄道

新幹線        (MAX) 2,913 kg/m

鉄道

                    (MIN) 2,905 kg/m

鉄道

地下鉄        (MAX) 2,801 kg/m

鉄道

      　 　     (MIN) 2,793 kg/m

鉄道

路面電車　(MAX) 135 kg/m

鉄道

               　 (MIN) 97 kg/m
空港 アスファルト舗装滑走路 1,066 kg/m空港

コンクリート舗装滑走路 774 kg/m

　
表２　既往研究における資材投入原単位

構造物構造物 資材 資材投入量資材投入量

建築物 家財設備 その他 0.3 kg/㎡

歩道

透水性
アスファルト舗装

アスファルト
コンクリート 81.8 kg/㎡

歩道

透水性
アスファルト舗装 砂利・砕石 246.8 kg/㎡

歩道
アスファルト舗装

アスファルト
コンクリート 95.5 kg/㎡

歩道
アスファルト舗装 砂利・砕石 244.8 kg/㎡歩道
アスファルト舗装

その他 1.2 kg/㎡
歩道

コンクリート舗装

セメント
コンクリート 161.0 kg/㎡

歩道

コンクリート舗装 砂利・砕石 244.8 kg/㎡

歩道

コンクリート舗装

その他 1.2 kg/㎡

中央
分離帯

中央分離帯
ブロック

セメント
コンクリート 225.5 kg/m

中央
分離帯 張コンクリート セメント

コンクリート 230.0 kg/㎡
中央
分離帯

ガードレール 鉄 29.7 kg/m

路側帯

路肩 車道部の舗装に準ずる車道部の舗装に準ずる車道部の舗装に準ずる

路側帯 ガードレール 鉄 16.0 kg/m路側帯
歩道ブロック セメント

コンクリート 115.7 kg/m

鉄道
遮断機 (一般電車) 鉄 0.1 kg/m

鉄道 遮断機 (路面電車) 鉄 0.1 kg/m鉄道
信号機 鉄 28.3 kg/台

空港

誘導路
アスファルト
コンクリート 312.0 kg/㎡

空港

誘導路
砂利・砕石 754.0 kg/㎡

空港

エプロン

セメント
コンクリート 506.3 kg/㎡空港

エプロン 砂利・砕石 265.7 kg/㎡

空港

エプロン

鉄 2.0 kg/㎡

　
表３　付帯設備における資材投入原単位
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